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資料１【ゼッケル VI，D 2-4 105】
大扉，コロフォンにあたるものが無く，「目録カードの年代による
　1502年の作と 2007年 7月 2日に決定された」旨の付箋が挟まっ
ている。
判型　横 282 ×縦 395　
























































































資料 2【ゼッケル VI，D 2-1 63】
CI，D 2-1 63
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